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はじめに

『Sun Cluster Data Service for Sun Java System HADBガイド (Solaris OS版)』は、
Sun™ Cluster HA for Sun Java System HADBのインストールと構成について説明し
ます。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Solaris™オペレーティング環
境に関する知識と、Sun Clusterと使用するボリューム管理ソフトウェアに関する専門
知識が必要です。

UNIXコマンド
このマニュアルには、Sun Clusterデータサービスのインストールと設定に使用される
コマンドに関する説明が含まれています。このマニュアルでは、UNIX®の基本的な
コマンドや手順 (システムの停止、システムのブート、デバイスの構成など)について
包括的には説明していません。基本的な UNIXコマンドに関する情報および手順につ
いては、以下を参照してください。

� Solarisソフトウェア環境のオンラインマニュアル
� Solarisオペレーティング環境のマニュアルページ
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]
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[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
Sun Clusterのトピックについての情報は、次の表に示されているマニュアルに記載さ
れています。

トピック タイトル パート番号

データサービスの
管理

『 Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管理』 817-4317

『Sun Cluster 3.1 10/03 Data Services Collection』は
http://docs.sun.com/ から参照できます。

概念 『Sun Cluster 3.1 10/03の概念』 817-4329

ソフトウェアのイ
ンストール

『Sun Cluster 3.1 10/03ソフトウェアのインストール』 817-4328

システム管理 『Sun Cluster 3.1 10/03のシステム管理』 817-4327

ハードウェアの管
理

『Sun Cluster 3.1 Hardware Administration Manual』 817-0168

『Sun Cluster 3.x Hardware Administration
Collection』は http://docs.sun.com/ から参照で
きます。

データサービスの
開発

『Sun Cluster 3.1 10/03データサービス開発ガイド』 817-4330

エラーメッセージ 『Sun Cluster 3.1 10/03 Error Messages Guide』 817-0521

コマンドと機能の
リファレンス

『 Sun Cluster 3.1 10/03 Reference Manual』 817-0522
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トピック タイトル パート番号

リリース情報 『Sun Cluster 3.1 Data Services 10/03ご使用にあ
たって』

817-4980

『 Sun Cluster 3.1 10/03ご使用にあたって』 817-4522

『Sun Cluster 3.x Release Notes Supplement』 816-3381

Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。

ヘルプ
Sun Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合は、ご購入
先に連絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� システムのモデルとシリアル番号
� オペレーティング環境のバージョン番号(例: Solaris 8)
� Sun Clusterのバージョン番号(例: Sun Cluster 3.0)

サービスプロバイダのために、次のコマンドを使用して、システム上の各ノードに関
する情報を収集してください。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリのサイズと周辺デバイス情報を表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示する

showrev –p インストールされているパッチを報告する

prtdiag -v システム診断情報を表示する

scinstall -pv Sun Clusterのリリースおよびパッケージのバージョン情報を表示する

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。
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Sun Cluster HA for Sun Java System
HADBのインストールと構成

この章では、Sun Cluster HA for Sun Java System HADBをインストールし、構成す
る手順について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 13ページの「Sun Java System HADBデータベースを作成する」
� 16ページの「Sun Java Enterprise Systemインストーラを使用して Sun Cluster HA

for Sun Java System HADBパッケージをインストールする」
� 18ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System HADBを登録して構成する」
� 23ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System HADBのインストールおよび構
成の確認方法」

� 23ページの「HADBデータベースをメンテナンスする」

Sun Cluster HA for Sun Java System
HADBの概要
この節では、Sun Cluster HA for Sun Java System HADBが Sun Java System HADB
の高可用性をどう実現するかについて説明します。

Sun Cluster HA for Sun Java System HADBは、一度に複数のノード上でマスターさ
れるデータベースの構成に適した拡張プロパティを備えたデータサービスです。

Sun Cluster HA for Sun Java System HADBを複数のノードによってマスターされる
データサービスとして構成することで、Sun Java System HADBの高可用性を実現し
ます。データサービスの詳細は、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris
OS版)』の「Sun Clusterデータサービスの計画」を参照してください。

Sun Java System HADBソフトウェアは、Sun Java System Application Server
Enterprise Editionのインストールとパッケージ化されています。ただし、適切な設
定を行うことで Sun Java System HADBと Sun Java System Application Serverを

9



別々のクラスタで実行することができます。このマニュアルでは、Sun Java System
HADBのクラスタでの使用を可能にするデータサービスをインストールして構成する
方法について説明します。まず、クラスタで Sun Java System HADBを有効にして、
セッションと Enterprise Java Bean (EJB)の持続性を実現します。 Sun Java System
HADBの詳細は、 Sun Java System Application Serverのマニュアルを参照してくだ
さい。 Sun Cluster HA for Sun Java System HADBの実装では、アーキテクチャーが
依存しているアプリケーションの存在は想定していません。ただし、請求書作成に使
用されるデータベースやWebサーバーなどの、高い可用性を持つ構成でなければなら
ない、アーキテクチャーが依存しているアプリケーションを別のクラスタで実行する
こともできます。

作業マップ: Sun Cluster HA for Sun Java
System HADBのインストールと構成
表 1作業マップ: Sun Cluster HA for Sun Java System HADBのインストールと構成

目次 参照箇所

Sun Java System HADBのインス
トールと構成の計画

11ページの「Sun Java System HADBのインストール
と構成の計画」

Sun Java System HADBのインス
トールと構成

11ページの「Sun Java System HADBのインストール
と構成」

Sun Java System HADBデータベー
スの作成

13ページの「Sun Java System HADBデータベースを
作成する」

Sun Cluster HA for Sun Java System
HADBのインストールと構成の計画

13ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System
HADBのインストールと構成の計画」

Sun Cluster HA for Sun Java System
HADBパッケージのインストール

16ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System
HADBパッケージのインストール」

一度に複数ノード上でマスターされ
るデータサービスとしての Sun
Cluster HA for Sun Java System
HADBの登録と構成

18ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System
HADBを登録して構成する」

リソース拡張プロパティの構成 21ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System
HADB拡張プロパティの構成」

Sun Cluster HA for Sun Java System
HADBのインストールと構成の確認

23ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System
HADBのインストールと構成の確認」

HADBデータベースのメンテナンス 23ページの「HADBデータベースのメンテナンス」
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表 1作業マップ: Sun Cluster HA for Sun Java System HADBのインストールと構成 (続
き)
目次 参照箇所

障害モニターの情報の表示 24ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System
HADB障害モニターの操作」

注 – Sun Cluster構成で複数のデータサービスを実行する場合は、次の例外を除いて、
データサービスを任意の順序で設定できます。 Sun Cluster HA for Sun Java System
HADBが Sun Cluster HA for DNSに依存している場合は、DNSを最初に設定する必
要があります。詳細は、『Sun Cluster Data Service for Domain Name Service (DNS)ガ
イド (Solaris OS版)』を参照してください。 DNSソフトウェアは Solarisソフト
ウェアに含まれています。クラスタが別のサーバーから DNSサービスを取得する場
合は、最初に、クラスタが DNSクライアントになるように構成してください。

Sun Java System HADBのインストール
と構成の計画
Sun Java System HADBのインストールと構成を開始する前に、『Sun Clusterデータ
サービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「構成のワークシート」のワークシートと
共にこの節を使用してください。

各クラスタノードのローカルファイルシステムに静的ファイルとデータを保管しま
す。 Sun Java System Application Server Enterprise Editionソフトウェアをインス
トールすると、Sun Java System HADBソフトウェアがインストールされます。手順
は、『 Sun Cluster Data Service for Sun Java System Application Serverガイド (Solaris OS
版)』を参照してください。データベースが作成されると、デフォルトで構成ファイ
ルとデータファイルが各クラスタノードのローカルファイルシステム上に作成されま
す。詳細は、『Sun Java System Application Server 7管理者ガイド』を参照してくださ
い。

Sun Java System HADBのインストール
と構成
Sun Java System HADBは、Java 2 Enterprise Edition (J2EE™) 1.3に準拠したリレー
ショナルデータベースです。 Sun Cluster HA for Sun Java System HADBは、企業顧
客のニーズを満たし、Sun Clusterソフトウェアの制御下で実行されるように設計され
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ています。 Sun Java System Application Serverは、可用性と拡張性の高い、トランザ
クションのセッション状態が持続するインフラストラクチャを提供します。
Application Serverは、HADBを使用してセッション情報を保存します。 HADB管理
クライアントは、HADBのコマンド行インタフェースです。 HADBの構成、実行時
管理、監視を実行するために、ユーティリティーの包括的なセットを使用することが
できます。

これらのユーティリティーを使用する手順は、『Sun Java System Application Server 7
管理者ガイド』、hadbmのマニュアルページ、asadminコマンドセッション持続マ
ニュアルページに記載されています。 Sun Java System HADBは、Sun Java System
Application Server version 7 Enterprise Edition以降にバンドルされています。 Sun
Java System Application Serverと一緒に HADBをインストールして構成する場合
は、『Sun Java System Application Server 7管理者ガイド』を参照してください。 Sun
Cluster HA for Sun Java System Application Serverの構成の詳細は、『 Sun Cluster
Data Service for Sun Java System Application Serverガイド (Solaris OS版)』を参照してく
ださい。

Sun Java System HADBデータベースの
作成
この節では、Sun Cluster環境で最初の HADBデータベースを構成および作成する手
順について説明します。データベースを作成する前に、次の制限事項を考慮します。

� データベースの作成時には、--hostsオプションを使用して、偶数の Sun Cluster
ホストを指定しなければなりません。

� Sun Clusterプライベートインターコネクトホスト名を使用して、Sun Clusterホス
トを指定しなければなりません。プライベートインターコネクトホスト名は、た
とえば clusternode1-privのようになります。

� Sun Java System HADBミラーノードは、別の Sun Clusterノードに配置する必要
があります。

� --inetdオプションは使用しないでください。

� すべての履歴ファイル、データおよびログデバイス、データベース構成ファイル
は、ローカルファイルシステムになければなりません。

� 複数の Sun Clusterノードが停止されると、データベース全体が停止されます。リ
ソースグループで停止しているノードは 1つでなければなりません。または、
scswitch -F -g コマンドですべてのノードを停止する必要があります。

� HADBリソースグループは、Resource Group Offload機能と組み合わせて使用し
ないでください。

� HADBリソースグループは、HA Storage Plusと組み合わせて使用しないでくださ
い。
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� Sun Java System HADBデータベースを作成する
次の手順の例を使用して、データベースの作成、起動、確認を行います。

1. データベースを作成します。このコマンドは、自動的にデータベースを起動しま
す。

# hadbm create \
-H clusternode1-priv,clusternode2-priv,clusternode3-priv,clusternode4-priv, \
clusternode5-priv,clusternode6-priv --devicesize=2048 \
-a 4 --set ManagementProtocol=rsh --dbpassword=secret12 \

-s 2 hadb

詳細は、『 Sun Java System Application Server 7管理者ガイド』を参照してくださ
い。

注 – Sun Clusterプライベートインターコネクトホスト名を使用して、ホストを指
定する必要があります。これらのホスト名を検索するには、Sun Clusterの主ノー
ドから scconf -p | less コマンドを実行します。

注 –推奨されている SSHセットアップを使用している場合は、
ManagementProtocolプロパティを指定する必要はありません。

2. データベースが動作していることを確認します。

# hadbm status hadb --nodes

3. データベースを停止します。

# hadbm stop hadb

4. セッションストアと JDBC接続プールを作成します。詳細は、『Sun Java System
Application Server 7管理者ガイド』を参照してください。

Sun Cluster HA for Sun Java System
HADBのインストールと構成の計画
ここでは、Sun Cluster HA for Sun Java System HADBのインストールと構成の計画
について説明します。
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設定の概要
この節の複数マスター構成を使用して、Sun Cluster HA for Sun Java System HADB
のインストールと構成を計画します。 Sun Cluster HA for Sun Java System HADB
データサービスは、追加構成をサポートする場合があります。ただし、追加構成につ
いては、Enterprise Services担当者に問い合わせる必要があります。

HADB構成は、データノードまたはプロセスの集合によって定義されます。各ノー
ドは、1つまたは複数の 2次記憶装置を持つメインメモリーの専用領域です。これら
の記憶装置は共有ではありません。各 HADBデータノードは、メインメモリーの 1
つの領域とディスク領域の複数の領域に対して排他的なアクセスを持つ必要がありま
す。 HADBデータノードはアクティブまたはスペアです。

Sun Java System HADBと Sun Java System Application Serverを実行するクラスタの
最小推奨要件は、4つのアクティブデータノードと 2つのスペアノードがあることで
す。 hadbmコマンド行ユーティリティーを使用した、4つのアクティブノードと 2つ
のスペアノードを持つ Sun Java System HADBの作成例は、12ページの「Sun Java
System HADBデータベースの作成」を参照してください。可用性を高めるために
は、Sun Clusterインターコネクトを使用する HADB Data Redundancy Unit (DRU)
を構成します。 DRUの詳細については、Sun Java System Application Server 7 Update 1
Collection (Solaris Edition)の『Sun Java System Application Server 7管理者ガイド』を参
照してください。クライアントアプリケーション内の HADB JDBCドライバは、可用
性の高いデータベースへのアクセスを処理します。

Sun Java System HADBと Sun Java System Application Serverの最小推奨構成を次の
図に示します。
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図 1最小推奨構成

構成計画に関する質問
ここに示された質問に回答しながら、Sun Cluster HA for Sun Java System HADBの
インストールと構成の計画を行なってください。これらの質問に当てはまる可能性が
ある情報については、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)
』の「考慮事項」を参照してください。可用性が高い別のアプリケーションと
HADBデータサービスを使用する場合は、リソース間に依存関係が存在する場合があ
ります。 Resource_dependencies プロパティの説明は、『 Sun Cluster データ
サービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「標準プロパティ」を参照してください。

� すべての履歴ファイル、データおよびログデバイス、データベース構成ファイル
は、ローカルファイルシステムにありますか。

� 使用する Sun Clusterプライベートインターコネクトホスト名は何ですか。
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Sun Cluster HA for Sun Java System
HADBパッケージのインストール
最初に Sun Clusterをインストールするときに、Sun Cluster HA for Sun Java System
HADBパッケージをインストールしなかった場合は、次の手順でパッケージをインス
トールします。この手順は、Sun Cluster HA for Sun Java System HADBパッケージ
をインストールする各クラスタノードで実行します。

複数のデータサービスを同時にインストールする場合は、『Sun Clusterソフトウェア
のインストール (Solaris OS版)』の「ソフトウェアのインストール」の手順を実行し
ます。

� Sun Java™ Enterprise Systemインストーラを使用
して Sun Cluster HA for Sun Java System HADB
パッケージをインストールする
Sun Java™ Enterprise Systemインストーラは、コマンド行インタフェース (CLI)また
はグラフィカルユーザーインタフェース (GUI)を使用して実行できます。 CLIと GUI
では、指示の内容と順序がほぼ同じです。

この手順を完了するには、Sun Java™ Enterprise Systemインストーラ CD-ROMが必
要です。

1. Sun Cluster HA for Sun Java System HADBパッケージをインストールするクラ
スタノードでスーパーユーザーになります。

2. (省略可能) GUIで Sun Java™ Enterprise Systemインストーラを実行する場合
は、DISPLAY環境変数が設定されていることを確認してください。

3. Sun Java™ Enterprise Systemインストーラ CD-ROMを CD-ROMドライブに
ロードします。

ボリューム管理デーモンの vold(1M)が実行中で、CD-ROMデバイスを管理する
ように構成されている場合、デーモンによって自動的に CD-ROMが /cdrom
ディレクトリにマウントされます。

4. CD-ROMの Sun Java™ Enterprise Systemインストーラのディレクトリに移動し
ます。

Sun Java™ Enterprise Systemインストーラはこのディレクトリにあります。

# cd /cdrom /Solaris_sparc

5. Sun Java™ Enterprise Systemインストーラプログラムを開始します。

# ./installer
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6. プロンプトが表示されたら、ライセンス契約に同意し、適切な言語サポートを選択
します。

デフォルトの言語サポートは英語です。

7. 「Availability Services & Sun Cluster 3.1 Subcomponents」で「Sun Cluster
Agents for Sun Java System」を選択し、次に進みます。

この選択では、Sun Cluster HA for Sun Java System HADBも含め、Sun Java
Systemアプリケーションで使用できる Sun Clusterデータサービスをすべて選び
ます。

8. プロンプトが表示されたら、インストールの種類を選択します。

� 最小構成をインストールする場合は、「今すぐ設定」を選択します。必要な構
成情報を求めるプロンプトが表示されます。

� 構成なしで、データサービスパッケージだけをインストールする場合は、「あ
とで設定」を選択します。

9. (任意)製品を登録して製品アップデートを受け取らない場合は、「インストール中
に登録ウインドを開きます」ボックスのチェックを外します。

10.画面上の指示に従ってSun Cluster HA for Sun Java System HADBパッケージを
ノードにインストールします。

Sun Java Enterprise Systemインストーラプログラムがインストールの状態を表示
します。インストールが完了すると、プログラムはインストールの概要とインス
トールログを表示します。

11. Sun Java Enterprise Systemインストーラプログラムを終了します。

インストーラプログラムを終了する前に、Sun Cluster HA for Sun Java System
HADBが正常にインストールされていることを確認します。次のコマンドを実行
して、パッケージの存在をチェックします。

# pkginfo -l SUNWschadb

12. Sun Java™ Enterprise Systemインストーラ CD-ROMを CD-ROMドライブから
アンロードします。

a. CD-ROMが使用されていないことを確認し、CD-ROM上にないディレクトリ
に移動します。

b. CD-ROMを取り出します。

# eject cdrom
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Sun Cluster HA for Sun Java System
HADBの登録と構成
この手順は、scrgadmコマンドを使用して、一度に複数のノードでマスターされるリ
ソースとして Sun Cluster HA for Sun Java System HADBを登録して構成します。

注 –データサービスの登録と構成を可能にする追加オプションの詳細は、『Sun
Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「データサービスリソースを
管理するためのツール」を参照してください。

この手順を実行するには、構成に関する次の情報が必要になります。

� SUNW.hadbである Sun Cluster HA for Sun Java System HADBのリソースタイプ
の名前

� データサービスをマスターできるクラスタノードの名前

� Sun Cluster HA for Sun Java System HADBを登録
して構成する
次の手順に従って構成を行います。拡張プロパティの説明は、表 2を参照してくださ
い。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. Sun Java System HADBのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.hadb

3. Sun Java System HADBのリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g resource_group \
-y Maximum_primaries=nodes_in_rg \
-y Desired_primaries=nodes_in_rg \

-h nodelist

-a
作成するリソースグループを指定します。

-g resource_group
作成するリソースグループの名前を指定します。

-y Maximum_primaries=nodes_in_rg
リソースを起動できる最大ノード数を指定します。 Desired_primariesプロ
パティの値と同じ数を指定する必要があります。
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-y Desired_primaries= nodes_in_rg
リソースを起動する希望ノード数を指定します。 Maximum_primariesプロパ
ティの値と同じ数を指定する必要があります。

-h nodelist
コンマで区切られた Sun Java System HADBを実行するクラスタノードのサブ
セットを指定します。このオプションを省略すると、すべてのクラスタノード
で Sun Java System HADB が実行されます。 scconf -p | less コマンドを
使用して、ノードリスト名を検索します。

4. 自動検出機能付きまたは自動検出機能なしで、Sun Java System HADBリソース
を作成します。

� 自動検出機能が不要な場合は、次のコマンドを実行します。

# scrgadm -a -j resource -g resource_group -t SUNW.hadb \
-x Confdir_list=config_directory_list \
-x HADB_ROOT=install_directory \

-x DB_name=database_name

-a
作成するデータサービスリソースを指定します。

-j resource
作成中のリソースの名前に resourceを指定します。

-g resource_group
リソースを resource_groupという名前のリソースグループに追加するように
指定します。

-t SUNW.hadb
事前に定義したリソースタイプ名を指定します。

-x Confdir_list=config_directory_list
構成ディレクトリへのパスを指定します。

-x HADB_ROOT=install_directory
インストールディレクトリを指定します。

-x DB_name=database_name
HADBデータベースの名前を指定します。

� 自動検出機能を使用する場合は、次のコマンドを実行します。

# scrgadm -a -j resource -g resource_group -t SUNW.hadb \
-x Confdir_list=config_directory_list \
-x HADB_ROOT=install_directory \
-x DB_name=database_name \
-x Auto_recovery=true \
-x Auto_recovery_command=command \

-x DB_password_file=password_file

-x Auto_recovery=true
自動検出機能を使用することを指定します。
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-x Auto_recovery_command= command
データベースの検出後に実行するコマンドを指定します。この拡張プロパ
ティは、Auto_recoveryプロパティの値に関わらず任意です。

-x DB_password_file= password_file
HADBがデータベースパスワードを読み出すファイルを指定します。パス
ワードファイルのフォーマットと内容については、『Sun Java System
Application Server 7管理者ガイド』を参照してください。

注 –自動検出コマンドとデータベースパスワードファイルは両方、各ノードの
ローカルファイルシステムになければなりません。

5. リソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g resource_group

-Z リソースとそのモニターを有効にします。

-g resource_group 有効になっているアプリケーションリソースグループの名前
を指定します。

6. リソースグループと HADBリソースがオンラインであることを確認します。

# scstat -g

# ps -ef

7. Sun Cluster HA for HADBを正しくインストールして構成できたことを確認する
ために、次のコマンドを実行します。

# hadbm status database_name --nodes

指定したデータベースを実行中であることが出力されるはずです。

自動検出機能付き SUNW.hadbリソースの作成を次の例で示します。

例 1自動検出機能付き SUNW.hadbリソースの作成

scrgadm -a -j hadb-rs -g hadb-rg -t SUNW.hadb \
-x Confdir_list=/etc/opt/SUNWhadb/dbdef/hadb \
-x HADB_ROOT=/opt/SUNWappserver7/SUNWhadb/4 \
-x DB_name=hadb \
-x Auto_recovery=true \
-x Auto_recovery_command=/usr/local/etc/create-session-store \

-x DB_password_file=/usr/local/etc/hadb-password-file

上の例のリソースには、次の特徴があります。

� このリソースの名前は hadb-rsです。

� このリソースは、hadb-rgという名前のリソースグループのメンバーです。
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� このリソースは、SUNW.hadbリソース型のインスタンスです。この例には、この
リソース型の登録はありません。

� 構成ディレクトリの場所は、/etc/opt/SUNWhadb/dbdef/hadbです。

� インストールディレクトリの場所は、/opt/SUNWappserver7/SUNWhadb/4で
す。

� このリソースと関連する HADBデータベースインスタンスの名前は、hadbです。

� 自動検出機能はオンになっています。

� 自動検出後に実行されるコマンドのフルパスは、/usr/local/etc/create-
session-storeです。

� HADB のパスワードファイルは /usr/local/etc/hadb-password-file で
す。

Sun Cluster HA for Sun Java System
HADB拡張プロパティの構成
この節では、Sun Cluster HA for Sun Java System HADBの拡張プロパティを構成す
る方法について説明します。通常、Sun Java System HADBリソースを作成すると
き、拡張プロパティを構成するには、コマンド行 scrgadm -x parameter=value を使用
します。『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「データサー
ビスリソースの管理」で説明されている手順を使用して、Sun Cluster HA for Sun
Java System HADB拡張プロパティをあとで構成することもできます。

すべての Sun Clusterプロパティの詳細については、『Sun Clusterデータサービスの
計画と管理 (Solaris OS版)』の「標準プロパティ」を参照してください。

Sun Java System HADBに対して構成できる拡張プロパティについては、表 2で説明
します。 Sun Java System HADBリソースの作成に必須の拡張プロパティは
Confdir_listプロパティだけです。 Confdir_listプロパティは、Sun Java
System HADB構成ファイルのディレクトリを指定します。拡張プロパティによって
は、動的に更新できるものもあります。それ以外の拡張プロパティは、リソースを作
成するときにしか更新できません。「調整」の欄は、各プロパティをいつ更新できる
かを示しています。
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表 2 Sun Cluster HA for Sun Java System HADB拡張プロパティ

名前/データタイプ 説明

Confdir_list (文字配列) 構成ディレクトリを指すパス名。 Sun Cluster
HA for Sun Java System HADBにはこの拡張
プロパティが必要で、このプロパティはエン
トリを 1つだけ持つ必要がある

初期値:なし

範囲:なし

調整:作成時

Auto_recovery (ブール型) データベースを起動できない場合に、復旧を
試みる

初期値: FALSE

調整:任意の時点

HADB_ROOT (文字列) インストールディレクトリの場所。 Sun
Cluster HA for Sun Java System HADBにはこ
の拡張プロパティが必要

初期値:なし

調整:作成時

Auto_recovery_command (文字列) データベースの復旧後実行されるコマンド。
この拡張プロパティは、Auto_recoveryプ
ロパティの値に関わらず任意

初期値: " "

調整:任意の時点

DB_password_file (文字列) HADBがパスワードを読み出すファイル

初期値: ""

調整:任意の時点

DB_name (文字列) HADBデータベースの名前。 Sun Cluster HA
for Sun Java System HADBにはこの拡張プロ
パティが必要

初期値:なし

調整:無効時
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Sun Cluster HA for Sun Java System
HADBのインストールと構成の確認
この節では、データサービスを正しくインストールして構成できたかどうかを確認す
る手順について説明します。

� Sun Cluster HA for Sun Java System HADBのイン
ストールおよび構成の確認方法
次の手順で、Sun Cluster HA for Sun Java System HADBが正しくインストールさ
れ、構成されているかどうかを確認します。

1. HADBが Sun Clusterソフトウェアの制御下で起動されることを確認します。

# scswitch -Z -g resource_group

2. リソースグループと HADBリソースがオンラインであることを確認します。

# scstat -g

# ps -ef

3. Sun Cluster HA for HADBを正しくインストールして構成できたことを確認しま
す。

# hadbm status database_name --nodes

指定したデータベースを実行中であることが出力されるはずです。

HADBデータベースのメンテナンス
この節では、Sun Cluster HA for Sun Java System HADBデータサービス内の HADB
データベースのメンテナンスについて説明します。

� HADBデータベースをメンテナンスする
HADBノードのローリングリスタートを開始する HADBメンテナンスコマンドを実
行する場合、障害モニターの HADBリソース検証機能をメンテナンスコマンドの実
行前に無効にし、コマンドとローリングリスタートが完了した後に有効にする必要が
あります。
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1. 障害モニターを無効にします。

scswitch -n -M -j resource

2. ローリングリスタートを開始できるコマンドを実行します。

ローリングリスタートを開始できる hadbmサブコマンドは、 set、restartお
よび addnodesなどです。

3. 障害モニターを再度有効にします。

scswitch -e -M -j resource

または、メンテナンスコマンドの実行中に HADBリソースを無効にし、HADBを
Sun Clusterの制御範囲の外で起動することもできます。

Sun Cluster HA for Sun Java System
HADB障害モニターの操作
この節では、Sun Cluster HA for Sun Java System HADB障害モニターの機能につい
て説明します。

HADBリソースの開始メソッドは、ローカル Sun Clusterノードで実行するように構
成されている HADBノードが実行中でない場合に、これを起動します。メソッドは
その後 HADBデータベースの起動を試みます。失敗した場合、データベースは後の
検証過程で起動されます。

Sun Cluster HA for Sun Java System HADB障害モニターの検証機能は、HADBデー
タベースと HADBノードの状態を定期的にチェックします。検証機能は失敗した
HADBノードを再起動し、HADBリソースが開始メソッドでデータベースを起動する
準備ができていなかった場合は、HADBデータベースも起動します。この手順を繰
り返すたびに、検証機能は次の手順を実行します。

1. 検証機能はまず、Thorough_Probe_Intervalの秒数スリープ状態となりま
す。

2. 検証機能は、hadbm status コマンドと hadbm status --nodes コマンドを実
行して、HADBデータベースと HADBノードの現在の状況を検出します。

3. データベースが実行中でない場合、検証機能は、そのデータベースに対応する
HADB stopstateファイルがローカル Sun Clusterノードに存在するかどうかを
チェックします。 hadbm start コマンドは、データベースを起動する際に
stopstateでノードの役割分担を参照します。

4. stopstateファイルが存在する場合、HADBリソースはこのファイルを調べ、
データベースを起動できるかどうかを判断します。

� データベースを起動できる場合、検証機能はデータベースを起動し、リソース
ステータスを Onlineに設定します。
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� データベースを起動できない場合、検証機能はリソースステータスを Online
Degradedに設定します。

5. データベースが実行中の場合、検証機能はローカル Sun Clusterノードで実行する
よう構成されている HADBノードを起動します。

6. データベースとローカル HADBノードが実行中で、リソース状態が Online
Degradedの場合、検証機能はリソース状態を Onlineに設定します。

7. HADBリソースグループ内のすべての Sun Clusterノードが、Stop_timeoutの
秒数より長い間、Online Degraded 状態で HADB リソースを実行している場
合、HADBリソースはデータベースを起動できないと判断します。

8. Auto_recovery拡張プロパティが TRUEに設定されている場合、HADBリソー
スはデータベースを修復しようとします。

9. データベースの修復が試みられると、検証機能は次の手順を実行します。

� hadbm clear --fast コマンドをリソースグループのノードリストの Sun
Clusterノードの 1つで実行します。このコマンドは、データベースの内容を
消去し、データベースを再初期化して再起動します。

� hadbm clear コマンドの実行が成功すると、Auto_recovery_command で
指定されたコマンドが hadbm clear コマンドを発行したのと同じ Sun Cluster
ノードで 発行されます。 このコマンドは通常、asadmin create-session-
storeコマンドを含むスクリプトです。コマンドは他のアクションを実行する
こともできます。たとえば、Application Serverの管理者にメールを送信する
ことも可能です。

� 両方の手順が成功すると、検証機能はリソースの状態を Onlineに設定します。

10.最初の手順から同じ動作が繰り返されます。

注 – Thorough_Probe_Intervalパラメータと Stop_timeoutパラメータは、
scrgadmコマンドで調整できます。詳細は、『Sun Clusterデータサービスの計画と
管理 (Solaris OS版)』の「標準プロパティ」を参照してください。
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